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三条ヘスコ,プ届‐ける
東
日
本
人
震
災
の
被
災

，，，，，，‐

地
、
宮
城
県
石
巻
市
の
ボ

¨

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
¨

ク

「石
巻
災
害
復
興
支
援

，，，・‐‐，，

協
議
会
」
が
３‐
日
、

ス
コ
¨

ッ
プ
や
写
手
な
ど
ボ
ラ
ン

，，，・・，，，

テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な
道

，‐‐，，，，，

具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
、　

‐・，，‐，，，

記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ

，，，，，，‐，

・れ
た
三
条
市
に
駆
け
付
け
¨

た
。
震
災
か
ら
の
復
興
の

，，，，‘‘．，

最
中
だ
が
、
「全
国
か
ら

，，，‐，，，，

寄
せ
ら
れ
た
支
援
の
恩
返

¨

し
が
し
た
い
」
と
メ
ン
バ

¨

１
９
人
が
訪
れ
た
。
　
　

一

同
協
議
会
は
石
巻
市
を
拠

点
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
調
整
機
関
で
、
震

災
後
に
発
足
。
他
の
被
災
地

で
は
初
の
活
動
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
朝
６
時
に
、
ス

コ
ッ
プ
や

一
輪
車
、
水
な
ど

を
ト
ラ
ッ
ク
３
台
に
載
せ
、

現
地
を
出
発
。
正
午
ご
ろ
、

三
条
市
東
本
成
寺
の
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し

た
。
同
協
議
会
の
伊
藤
秀
樹

会
長
（４８
）は

「水
害
は
津
波

の
被
害
と

一
緒
な
の
で
い
倉

庫
に
あ
る
も
の
を
全
部
持
っ

て
き
た
。
石
巻
は
生
き
る
か

死
ぬ
か
の
状
況
は
脱
し
た
。

何
か
恩
返
し
が
し
た
か

っ

た
」
と
い
う
。

一
行
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
‐

ほ
か
、
同
市
笹
岡
の
下
田
体

育
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
物
資
を
運
搬
し
、帰

路
に
。何
人
か
の
メ
ン
バ
ー

は
本
県
と
同
じ
く
一家
雨
被
害

が
大
き
か
つ
た
福
島
県
の
支

援
に
向
か
っ
た
。

石
巻
市
で
は
側
溝
の
清
掃

や
が
れ
き
の
処
分
が
終
わ

り
、
被
災
し
た
建
物
の
解
体

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
伊

藤
会
長
は
三
条
市
の
状
況
に

っ
ぃ
て
―、
「畳
を
事
前
に
上

げ
た
り
い
乗
用
車
を
避
難
さ

せ
た
り
な
ど
対
応
が
早
い
。

三
条
は
前
回
の
水
害
の
経

験
が
生
き
て
い
る
。
石
巻
で

も
経
験
を
語
り
継
い
で
い

か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
話

し
た
。
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作 50‐

業大 |

一家
雨
の
被
害
を
受
け
た
三

条
市
嵐
南
地
区
で
３‐
日
、■地

元
の
県
央
工
業
高
校
野
球
部

員
約
５０
人
が
、
学
校
近
ぐ
の

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
片
付

け
を
手
伝
っ
た
。

同
校
で
は
嵐
南
地
区
に
住

む
部
員
も
お
り
練
習
の
予
定

を変更ｔ一尋ＯＴ朝から

片
付
け
の
応
援
に
駆
け
付
け

た

‐ 。
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が
ぬ
れ
た
道
具
な
ど
を
運
び

出
し
て
泥
を
洗
い
流
し
た

片付 けを手伝 う県央工業高校の野
球部曇 =31日ヽ三条市四 日町  ‐


